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１．設計津波の水位の設定方法
2

設計津波の水位の設定フロー※

１．設計津波の設定単位

設計津波は地域海岸ごとに設定

設計津波の水位の設定フ ※

設計津波は地域海岸ごとに設定

地域海岸：同一の津波外力を設定すると判断され
る一連の海岸線

• 湾の形状や山付• 湾の形状や山付
け等の自然条件

• 文献や被災履歴
等の過去に発生等の過去に発生
した津波の実績
津波高さおよび
シミュレーション
の津波高さの津波高さ

※ 「設計津波の水位の設定方法等について、農水省・国交省」（平成２３年７月８日）による
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「設計津波の水位 の設定方法

①過去に発生した津波の実績津波高さの整理

２．「設計津波の水位」の設定方法

②シミュレーションによる津波高さの算出

③設計津波の対象津波群の設定
一定の頻度で発生すると想定される津波

④「設計津波の水位」の設定
対象津波群の津波を対象に 設計定の頻度で発生すると想定される津波

の集合を選定
対象津波群の津波を対象に、設計
津波の水位を海岸管理者が設定

最大クラスの津波

＜最大クラスの津波＞

住民避難を柱とした総合的
防災対策を構築する上で設

頻度の高い津波地盤沈下
定する津波

＜頻度の高い津波＞＜頻度の高い津波＞

設計対象津波群

海岸保全施設等の整備を行
う上で想定する津波う上で想定する津波



③設計津波の対象津波群の設定
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③設計津波の対象津波群の設定

地域海岸ごとに、横軸に津波の発生年、縦軸に海岸線における津波高さをとり、グラフ
を作成する グ は 各津波 対 最も大きな津波高さ 値をプ するを作成する。グラフは、各津波に対して最も大きな津波高さの値をプロットする。

一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で到達すると想定される津波の集合を、
設計津波の水位設定のための対象津波群として選定する。

百数十年以内

同程度の水位

※グラフ中では 発生する頻度を百数十年以内 かつ同程度の水位を目安に津波の集合である設計津波の対象※グラフ中では、発生する頻度を百数十年以内、かつ同程度の水位を目安に津波の集合である設計津波の対象
津波群とした。

※シミュレーションにより補完する津波高さのプロットは、痕跡と比較するため潮位は考慮しない。
※このグラフにおける痕跡高の扱いについては、p.20「津波痕跡高さとの整理」を参照。



④「設計津波の水位」の設定
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④「設計津波の水位」の設定

○設計津波対象群を対象に、海岸堤防によるせり上がりを考慮して、設計津波の水位（Ｈ１）を算出

○設計高潮位に波浪の打ち上げ高を加えた水位（Ｈ２）を算出○設計高潮位に波浪の打ち上げ高を加えた水位（Ｈ２）を算出

○Ｈ１とＨ２のいずれか高い方を設計水位と設定

○この水位を前提に、海岸の利用や環境、景観、経済性、維持管理の容易性などを総合的に考慮し
て堤防高さを設定（所有省庁間や隣接海岸間で整合性を確保）て堤防高さを設定（所有省庁間や隣接海岸間で整合性を確保）

※設計津波の水位（Ｈ１ ）を算出するときの潮位は朔望平均満潮位とする。（東京湾T.P.+0.90m、相模
湾T.P.+0.85m）

うち上げ

設計高潮位に波浪
の打ち上げ高を加
えた水位（Ｈ２）

高潮

堤防高さ

せり上がりを考
慮した設計津波
の水位（Ｈ１）

えた水位（Ｈ２）

せり上がり 津波高さ



２．地域海岸の設定
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①東京湾

神奈川県における地域海岸設定の考え方
川崎地域

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域⑧湘南海岸

東
京
湾

○岩崖・岬、湾の形状、海岸線の向き等の自然
条件から設定

⑨二宮・大磯
西部地域

⑪真鶴東部・小田原
西部地域

横須賀地域

④三浦半島
東部地域⑥三浦半島

西部地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

湾
沿
岸

条件から設定

○砂浜海岸は、河川の土砂供給や沿岸漂砂の
特性により区分

○相模灘沿岸海岸保全基本計画及び東京湾

沿岸名 地域海岸名 地域海岸範囲 範囲内市町名

西部地域

⑫湯河原・真鶴
南部地域

⑤三浦半島
南部地域

西部地域

相模灘沿岸

相模灘 海 保 本 東京湾
沿岸海岸保全基本計画の海岸区分を参考

沿岸名 地域海岸名 地域海岸範囲 範囲内市町名

東京湾
沿岸

①東京湾川崎地域 川崎市行政界 川崎市

②東京湾横浜地域 横浜市行政界 横浜市

③東京湾横須賀地域 横須賀市行政界～横須賀市観音岬 横須賀市③東京湾横須賀地域 横須賀市行政界 横須賀市観音岬 横須賀市

④三浦半島東部地域 横須賀市観音岬～三浦市剱崎 横須賀市、三浦市

⑤三浦半島南部地域 三浦市剱崎～三浦市三崎漁港 三浦市

⑥三浦半島西部地域 三浦市三崎漁港～横須賀市行政界 三浦市、横須賀市

相模灘
沿岸

⑦鎌倉・逗子・葉山地域 葉山町行政界～鎌倉市行政界 葉山町、逗子市、鎌倉市

⑧湘南海岸地域 藤沢市行政界～大磯町大磯港 藤沢市、茅ヶ崎市、平塚市、大磯町

⑨二宮・大磯西部地域 大磯町大磯港～二宮町行政界 大磯町、二宮町

⑩小田原東部地域 小田原市行政界 小田原市早川 小田原市⑩小田原東部地域 小田原市行政界～小田原市早川 小田原市

⑪真鶴東部・小田原西部地域 小田原市早川～真鶴町真鶴岬 小田原市、真鶴町

⑫湯河原・真鶴南部地域 真鶴町真鶴岬～湯河原町沿岸部境界 真鶴町、湯河原町



①東京湾川崎地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾①東京湾川崎地域

範囲：川崎市行政界

（東京湾内のうち、海岸線の向きが南東方向の地域として設定）
⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

多摩川

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

川崎市川崎市

①東京湾川崎地域

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



②東京湾横浜地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾②東京湾横浜地域

範囲：横浜市行政界

（東京湾内のうち、海岸線の向きが東方向の地域として設定）
⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

鶴見川

入江川入江

帷子川

大岡川

※ここに記載されている防護ラ
インについては、壁たてシミュ
レ ションを行うための想定で大岡川

中村川

堀割川

横浜市

レーションを行うための想定で
す。今後、壁たてシミュレーショ
ン結果を基に具体的な検討を
行います。

②東京湾横浜地域

大岡川分水路

②東京湾横浜地域

宮川

侍従川

防護ライン（想定）

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



③東京湾横須賀地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾③東京湾横須賀地域

範囲：横須賀市行政界～横須賀市観音岬

（海岸線が観音岬で遮蔽された地域として設定）
⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸鷹取川

③東京湾横須賀地域③東京湾横須賀地域

横須賀市横須賀市

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



④三浦半島東部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾④三浦半島東部地域

範囲：横須賀市観音岬～三浦市剱崎

（海岸線の向きが東方向で岬に囲まれた地域として設定）
⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

平作川

横須賀市

長沢川

④三浦半島東部地域

三浦市

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑤三浦半島南部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑤三浦半島南部地域

範囲：三浦市剱崎～三浦市三崎漁港

（海岸線の向きが南方向の沿岸部として設定）
⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

三浦市

挟塚川

⑤三浦半島南部地域

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑥三浦半島西部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑥三浦半島西部地域

範囲：浦市三崎漁港～横須賀市行政界

（海岸線の向きが西方向の沿岸部として設定）
⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

松越川

前田川

横須賀市

⑥三浦半島西部地域
川間川

三浦市浦市

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑦鎌倉 逗子 葉山地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑦鎌倉・逗子・葉山地域

範囲：葉山町行政界～鎌倉市行政界

（海岸線の向きが南西方向の沿岸部として設定）
⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

神戸川
滑川

鎌倉市

逗子市

田越川田越川

葉山町

⑦鎌倉・逗子・葉山地域

森戸川

⑦鎌倉 逗子 葉山地域
下山川 防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑧湘南海岸地域

14

①東京湾
川崎地域

②東京湾⑧湘南海岸地域

範囲：藤沢市行政界～大磯町大磯港

（相模川漂砂系にあり、海岸線の向きが南方向の沿岸部のう
ち大磯港から江ノ島に囲まれた地域を設定） ⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

ち大磯港から江ノ島に囲まれた地域を設定） ⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

平塚市 藤沢市茅ヶ崎市

相模川
金目川

引地川

境川

大磯町

⑧湘南海岸地域

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑨二宮 大磯西部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑨二宮・大磯西部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

範囲：大磯町大磯港～二宮町行政界

（酒匂川漂砂系にあり、海岸線の向きが南方向の沿岸部の
うち大磯港より西側を設定） ⑨二宮 大

磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

うち大磯港より西側を設定）

血洗川

大磯町

不動川
洗川

二宮町

中村川

⑨二宮・大磯西部地域

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑩小田原東部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑩小田原東部地域

範囲：小田原市行政界～小田原市早川

（酒匂川漂砂系にあり、海岸線の向きが南東方向の沿岸部
として設定） ⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

として設定）

塔台川

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

森戸川小田原市

山王川

酒匂川

早川

⑩小田原東部地域

新川

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑪真鶴東部 小田原西部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑪真鶴東部・小田原西部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

範囲：小田原市早川～真鶴町真鶴岬

（海岸線の向きが東方向の沿岸部として設定）

早川
⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

早川

玉川

清水川小田原市

⑪真鶴東部・小田原西部地域
よもぎ沢

白糸川

堀切沢

真鶴町

防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)



⑫湯河原 真鶴南部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑫湯河原・真鶴南部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

範囲：真鶴町真鶴岬～湯河原町沿岸部境界

（岬によって囲まれた地域として設定）
⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

音無川

湯河原町

新崎川 真鶴町

千歳川
真鶴岬

⑫湯河原・真鶴南部地域⑫湯河原・真鶴南部地域
防護ライン

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25000(地図画像)及び基盤地図情報を使用した。(承認番号平成26情使、第529号)
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（１）過去に神奈川県沿岸で津波の発生した主な地震

３．神奈川県で過去に津波の発生した地震
（１）過去に神奈川県沿岸で津波の発生した主な地震

発生年 地震名 想定震源域 マグニチュード
津波痕跡高

の有無
主な文献

1498 明応地震 南海トラフ 8.2～8.4 ○ 日本被害津波総覧【第2版】

1605 慶長地震 南海トラフ 7.9 ○ 東北大学データベース

1633 寛永地震 相模湾断層 7クラス - -

1677 延宝地震 日本海溝 8.0 - -

1703 元禄地震 相模トラフ 7 9～8 2 ○ 東北大学データベース1703 元禄地震 相模トラフ 7.9 8.2 ○ 東北大学デ タベ ス

1707 宝永地震 南海トラフ 8.4 - -

1782 天明地震 相模湾断層 7.2 - -

1853 嘉永地震 相模湾断層 6.7 - -

1854 安政東海地震 南海トラフ 8.4 ○ 東北大学データベース

1923 大正関東地震 相模トラフ 7 9～8 2 ○ 東北大学データベース1923 大正関東地震 相模トラフ 7.9～8.2 ○ 東北大学デ タベ ス

1946 南海地震 南海トラフ 8.0 ○ 東北大学データベース

1960 チリ地震 遠地地震 9.5 ○ 東北大学データベース

2011 東北地方太平洋沖地震 日本海溝 9.0 ○ 土木学会調査



（２）津波の痕跡高さの整理
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津波の痕跡高データは、痕跡の明確度や情報源の確かさにより信頼度が異なる。津波の痕跡高デ タは、痕跡の明確度や情報源の確かさにより信頼度が異なる。

設計津波の対象津波群の設定に用いるグラフには、全痕跡高さをプロットするが、対
象津波群として使用するデータは信頼度A・Bとし、その他の信頼度と評価される痕跡
高は参考値とする

判断基準

（１９６０年チリ地震津波以前） ※１

高は参考値とする。

表 津波痕跡高信頼度

判断基準

A
信頼度大なるもの
古文書・郷土史等に記載され、痕跡の場所を現在でも確認でき、しかも
近年になって測量されて高さの確定されたもの。

B
信頼度中なるもの
古文書・郷土史等に記載され、痕跡の場所を現在でも確認できるが、近
年の再測量のなされていないもの

信
頼

判断基準

全く信頼 きな も

誤ったデータの除外方法 ※２

年の再測量のなされていないもの。

C
信頼度小なるもの
古文書等に記載。或いは言い伝えられてはいるが、字名、集落名などに
とどまり、到達地点を確かめることのできないもの。

D
参考値にとどまるもの。
古文書等の関連現象・被害の記載から推測されたもの。

頼
度

X

全く信頼できないもの
・明らかに引用の間違い、記載間違いであるもの
・利用すべきでないもの、除外すべきもの
・歴史津波の場合で、古文書史料などの精査により文献信頼度をXと判
定したもの

＜カタログ作成の元になった原文献に戻って判定すべきもの＞

判断基準

A
信頼度大なるもの
痕跡明瞭にして、測量誤差最も小なるもの。

（１９６０年チリ地震津波以降） ※１

Z

＜カタログ作成の元になった原文献に戻って判定すべきもの＞
・カタログ類と分類された場合
・その地区（かなり広い範囲）の値を総括した値と思われるもの
＜重複＞
・痕跡データベースに登録された別の文献からの孫引き（同じ地点の値
が重複）
＜浸水計算の確認に利用できる定性的な情報＞

信
頼
度

B
信頼度中なるもの
痕跡不明につき、聞き込みにより、周囲の状況から信頼ある水位を知る
もの。測量誤差小。

C
信頼度小なるもの
その他砂浜などで異常に波がはい上がったと思われるもの、あるいは
測点が海辺より離れ測量誤差が大なるもの。
信頼度極小なるも

信
頼
度

＜浸水計算の確認に利用できる定性的な情報＞
・高さに関する記述ではないため、痕跡信頼度（A,,B,C,Ｄ）を評価しよう
がないが、遡上位置、範囲に関する記述など、浸水計算結果（浸水の有
無）の確認に利用できる定性的な情報

※２ 岩淵ら(2012) 信頼度を考慮した津波痕跡データベースの
構築 土木学会論文集B2（海岸工学）Vol 68 p1326-1330

D
信頼度極小なるもの
高潮、台風などの影響で痕跡が重複し、不明瞭なもの。等。

※１ 原子力発電所の津波評価技術土木学会原子力土木委員
会津波評価部会、平成14年2月

構築、土木学会論文集B2（海岸工学）Vol.68 p1326-1330



21（２）過去に神奈川県沿岸で津波の発生した主な地震の評価

発生
年

地震名 想定震源域 マグニチュード

津波痕跡高の有無
断層モデ
ルの有無

浸水被
害記録

再現
実施

主な文献信頼度 信頼度年
地震名 想定震源域 マグ チュ ド

ルの有無 害記録 実施
主な文献信頼度

A・B
信頼度
Ｃ・Ｄ

1498 明応地震 南海トラフ 8.2～8.4 - 2 ○ ○ - 日本被害津波総覧

1605 慶長地震 南海トラフ 7 9 ○ 東北大学DB 日本被害津波総覧1605 慶長地震 南海トラフ 7.9 - - ○ - - 東北大学DB、日本被害津波総覧

1633 寛永地震 相模湾断層 7クラス - - - - - 日本被害津波総覧

1677 延宝地震 日本海溝 8.0 - - ○ - - 東北大学DB、日本被害津波総覧

1703 元禄地震 相模トラフ 7.9～8.2 2 18 ○ ○ ○ 東北大学DB、日本被害津波総覧

1707 宝永地震 南海トラフ 8.4 - - ○ - - 東北大学DB、日本被害津波総覧

1782 天明地震 相模湾断層 7 2 日本被害津波総覧1782 天明地震 相模湾断層 7.2 - - - - - 日本被害津波総覧

1853 嘉永地震 相模湾断層 6.7 - - - - - 地震調査研究推進本部

1854 安政東海地震 南海トラフ 8.4 - 8 ○ ○ ○ 東北大学DB、日本被害津波総覧

1923 大正関東地震 相模トラフ 7.9～8.2 1 134 ○ ○ ○ 東北大学DB、日本被害津波総覧

1946 南海地震 南海トラフ 8.0 - 2 ○ - - 東北大学DB、日本被害津波総覧

1960 チリ地震 遠地地震 2 4 ○ 害1960 チリ地震 遠地地震 9.5 2 4 ○ - - 東北大学DB、日本被害津波総覧

2011 東北地方太平
洋沖地震

日本海溝 9.0 11 - ○ - - 土木学会調査

グラフ作成のため 再現シミ レ ションを実施する地震津波は 痕跡 モデルの有無 被害記録から元禄地震 安政東海地震 大正関・グラフ作成のため、再現シミュレーションを実施する地震津波は、痕跡、モデルの有無、被害記録から元禄地震、安政東海地震、大正関
東地震とする。

・明応地震は、史料による痕跡の少なさ、また、その史料を疑問視する説（石橋1980）※１があること、既存の断層モデルにおいても精度の
点で劣るとされている※1ことなどからグラフ作成のシミュレーション対象外とする。

※１：相田勇「東海道沖におこった歴史津波の数値実験」



※１相田勇「東海道沖におこった歴史津波の数値実験」抜粋参考資料

年 応地震

22

1498年明応地震について

断層モデルについて

再現シミュレーション対象となる地震津波の選定説明

○元禄地震は、ＡＢ評価があり、津波被害の言い伝えでも被害が多く、痕跡も残っている地震である。
よって再現を行う。よって再現を行う。

○安政東海地震は、ＡＢ評価は無いが、従来から県の被害想定調査において、検討されてきている
地震であり、ＣＤ評価であるが痕跡は多く残っている地震である。よって再現を行う。

○大正関東地震は、ＡＢ評価があり、従来から地域防災計画に位置づけられており、防護水準にもな
ている地震である よ て再現を行うっている地震である。よって再現を行う。

○明応地震については、ＡＢ評価は無く、ＣＤ評価の痕跡はあるが、２つの痕跡の１つは鎌倉大仏ま
で津波が達したかなど、その史料を疑問視する説（石橋1980）もあり、既存の断層モデルにおいて
も精度の点で劣るとされている地震のため再現は行わない。も精度の点で劣るとされている地震のため再現は行わない。

○明応地震については、 1495 年発生の研究もあるが、津波高さを示す確かな痕跡については信頼

性が乏しい。
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同一地震名における断層モデルの整理について

首都直下地震モデル検討会（内閣府）が平成25年12月に公表したモデルと平成24年度
の検討内容について、県の沿岸を対象に津波高さの特徴について整理した。
整理にあたっては、津波痕跡高さとの比較による再現性を用いた。

○県内の津波痕跡高と比較した再現性では首都直下地震モデル検討会のモデルより

大正関東地震

○県内の津波痕跡高と比較した再現性では首都直下地震モデル検討会のモデルより、
平成24年度に検討したモデルの再現性が良い。

群の設定には、平成24年度に設定したモデルを用いる。

元禄関東地震

○県内の津波痕跡高と比較した再現性では首都直下地震モデル検討会のモデルより、
平成24年度に検討したモデルの再現性が良い。

群の設定には 平成24年度に設定したモデルを用いる群の設定には、平成24年度に設定したモデルを用いる。



・過去に発生した津波の海岸線付近における痕跡高など、十分なデータが得られないため、過年

（３）シミュレーションによるデータ補完

24

過去に発生した津波の海岸線付近における痕跡高など、十分なデ タが得られないため、過年
度にシミュレーションによる補完を行った。

・対象とする津波は、神奈川県に影響が考えられる津波の震源域に対して行った。

・検証地震としては 過去に発生した津波のうち 本県に津波被害があり痕跡高も残っているもの検証地震としては、過去に発生した津波のうち、本県に津波被害があり痕跡高も残っているもの
を対象に再現シミュレーションを行った。また、発生間隔が数十年から百数十年に一度と想定さ
れる地震を切迫性の高い地震として検証を行った。

・津波高さとして、汀線前面の水位を抽出した。津波高さとして、汀線前面の水位を抽出した。

検証地震 概要 備考

1703年元禄地震
地震調査研究推進本部の評価では発生間隔
は2300年

再現シミュレーション

1854年安政東海地震
遠州灘～駿河湾を震源として津波が発生した
地震

再現シミュレーション1854年安政東海地震
地震

再現シミュレ ション

1923年大正関東地震
（南関東地震）

現在の防災目標とされている地震。地震調査
研究推進本部の評価では発生間隔は200～
400年

再現シミュレーション
震

400年

神奈川県西部地震
地域防災計画で切迫性が指摘されており、歴
史地震からみると発生間隔は約７０年

切迫性の高い地震

中央防災会議 お 迫性が高 指摘さ
東海地震

中央防災会議において切迫性が高いと指摘さ
れており、地震調査研究推進本部評価では発
生間隔は１１９年

切迫性の高い地震



４．設計津波の対象津波群の設定
①東京湾川崎地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾①東京湾川崎地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震※ 慶長型地震

設計津波の対象津波群 元禄地震、安政東海地震、大

１ 東京湾川崎地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

正関東地震、神奈川県西部地
震、東海地震

※ 発生頻度は極めて低いものの発生すれば甚大な被害をもたらす津波

12
１．東京湾川崎地域

切迫性の高い

地震

最大クラス地震
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9

12

15
１．東京湾川崎地域津波痕跡高（信頼度AB）
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津波来襲地震

※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神

3

6

津
波

高

神奈川県西部

最大クラス

対象津波群

震
奈川県）は平成26年度の計算値より抽出した
ものである。
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震
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



②東京湾横浜地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾②東京湾横浜地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 慶長型地震

設計津波の対象津波群 元禄地震、安政東海地震、大

２ 東京湾横浜地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

正関東地震、神奈川県西部地
震、東海地震

12
２．東京湾横浜地域

切迫性の高い

地震

最大クラス地震
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シミュレーション（神奈川県）

津波来襲地震

最大クラス※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神

3

6

津
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高

神奈川県西部

東海
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震
奈川県）は平成26年度の計算値より抽出した
ものである。
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震
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



③東京湾横須賀地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾③東京湾横須賀地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 慶長型地震

設計津波の対象津波群 安政東海地震、大正関東地震、
神奈 部 東海

３ 東京湾横須賀地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

神奈川県西部地震、東海地震

12
３．東京湾横須賀地域

切迫性の高い

地震

最大クラス地震
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9

12

15
１．東京湾川崎地域津波痕跡高（信頼度AB）

津波痕跡高（信頼度その他）
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1400 1600 1800 2000

シミュレーション（神奈川県）

津波来襲地震

最大クラス※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神

3

6

津
波

高

神奈川県西部

対象津波群

震
奈川県）は平成26年度の計算値より抽出した
ものである。

震
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



④三浦半島東部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾④三浦半島東部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 慶長型地震

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

４ 三浦半島東部地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

12

15
４．三浦半島東部地域

切迫性の高い

地震

最大クラス地震
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12
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１．東京湾川崎地域津波痕跡高（信頼度AB）

津波痕跡高（信頼度その他）

最大クラス
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）
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1400 1600 1800 2000

シミュレーション（神奈川県）

津波来襲地震

最大クラス

※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神

6津
波

高

神奈川県西部

東海
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奈川県）は平成26年度の計算値より抽出した
ものである。
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地
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑤三浦半島南部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑤三浦半島南部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ中央地震※

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

５ 三浦半島南部地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

※相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース２（中央）

12

15
５．三浦半島南部地域

6
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12

15
１．東京湾川崎地域津波痕跡高（信頼度AB）

津波痕跡高（信頼度その他） 最大クラス
相模トラフ中央

9
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地震

高
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津波来襲地震

※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神

6津
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高
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奈川県）は平成26年度の計算値より抽出した
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑥三浦半島西部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑥三浦半島西部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ西側地震※

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

６ 三浦半島西部地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

※相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース１（西側）

12

15
６．三浦半島西部地域

切迫性の高い

地震

最大クラス地震
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津波痕跡高（信頼度その他）
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最大クラス

※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑦鎌倉 逗子 葉山地域

31

①東京湾
川崎地域

②東京湾⑦鎌倉・逗子・葉山地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ西側地震※

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

７ 鎌倉 逗子 葉山地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

※相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース１（西側）

12

15
７．鎌倉・逗子・葉山地域

切迫性の高い

地震
最大クラス地震

最大クラス

※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神
奈川県）は平成26年度の計算値より抽出した
ものである。
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑧湘南海岸地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑧湘南海岸地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ中央地震※１、元禄
連動地震※２

津 象津 群

８ 湘南海岸地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部
地震

※１相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース２（中央）
※２元禄型関東地震と国府津－松田断層帯の連動地震
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑨二宮 大磯西部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑨二宮・大磯西部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ西側地震※

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

９ 二宮・大磯西部地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

※相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース１（西側）
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※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑩小田原東部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑩小田原東部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ西側地震※

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

１０ 小田原東部地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

※相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース１（西側）

最大クラス地震
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※シミュレーション（神奈川県）は平成23年度
の計算値より抽出したものである。

※なお、最大クラス地震のシミュレーション（神
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑪真鶴東部 小田原西部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑪真鶴東部・小田原西部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ西側地震※

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

真鶴東部 小田原西部地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

※相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース１（西側）
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。



⑫湯河原 真鶴南部地域
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①東京湾
川崎地域

②東京湾⑫湯河原・真鶴南部地域

⑨二宮・大

②東京湾
横浜地域

③東京湾
横須賀地域

⑦鎌倉・逗子・
葉山地域

⑧湘南海岸
地域

⑩小田原
東部地域

東
京
湾
沿
岸

最大クラスの津波地震 相模トラフ西側地震※

設計津波の対象津波群 大正関東地震、神奈川県西部

１２ 湯河原・真鶴南部地域

⑨二宮 大
磯西部地域

⑪真鶴東部・小田
原西部地域

⑫湯河原・真
鶴南部地域

④三浦半島
東部地域

⑤三浦半島
南部地域

⑥三浦半島
西部地域

岸

相模灘沿岸

地震

※相模トラフ沿いの最大クラスの地震ケース１（西側）

最大クラス地震
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の計算値より抽出したものである。
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※グラフのプロットは地区海岸（海岸保全区域、
港湾区域、漁港区域）を対象としたものである。
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沿岸名 地域海岸名 設計津波の対象津波群

①東京湾川崎地域 元禄地震、安政東海地震、大正関東地震、神奈川県西部
地震、東海地震

東京湾
沿岸

地震、東海地震

②東京湾横浜地域 元禄地震、安政東海地震、大正関東地震、神奈川県西部
地震、東海地震

沿岸
③東京湾横須賀地域 安政東海地震、大正関東地震、神奈川県西部地震、東海

地震

④三浦半島東部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震④三浦半島東部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震

⑤三浦半島南部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震

⑥三浦半島西部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震

相模灘

⑦鎌倉・逗子・葉山地域 大正関東地震、神奈川県西部地震

⑧湘南海岸地域 大正関東地震、神奈川県西部地震
相模灘
沿岸 ⑨二宮・大磯西部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震

⑩小田原東部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震

⑪真鶴東部・小田原西部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震

⑫湯河原・真鶴南部地域 大正関東地震、神奈川県西部地震



５．設計津波の水位の設定
38

対象津波群の津波を対象に、防護ラインにおける津波の浸入を防止する条件を設定し、津波のせり上

地域海岸名区分 対象地震津波
設計津波の
水位（T.P.）

今後の計画
天端高さ

（参考）現計画天端高
※２（T.P.）

①東京湾 崎地域 元禄地震津波

がり高さを算出し設計津波の水位を設定した。

①東京湾川崎地域 元禄地震津波 +2.5 m +3.11m

②東京湾横浜地域 元禄地震津波 +2.6 m －

③東京湾横須賀地域 大正関東地震津波 +1.8 m +3.00～5.30m

④三浦半島東部地域 神奈川県西部地震津波 +3 7 +3 00 6 40

※１

④三浦半島東部地域 神奈川県西部地震津波 +3.7 m +3.00～6.40m

⑤三浦半島南部地域 神奈川県西部地震津波 +4.1 m +4.70m

⑥三浦半島西部地域 神奈川県西部地震津波 +5.9 m  ※3 +4.70～6.00m

⑦鎌倉・逗子・葉山地域 大正関東地震津波 +6 0 m +4 20～5 50m⑦鎌倉・逗子・葉山地域 大正関東地震津波 +6.0 m +4.20～5.50m

⑧湘南海岸地域 大正関東地震津波 +6.3 m +6.50～6.61m

⑨二宮・大磯西部地域 大正関東地震津波 +5.1 m +6.50～9.00m

⑩小田原東部地域 大正関東地震津波 +4.9 m +8.25～9.00m⑩小田原東部地域 大正関東地震津波 4.9 m 8.25 9.00m

⑪真鶴東部・小田原西部地域 大正関東地震津波 +7.1 m +6.50～10.50m

⑫湯河原・真鶴南部地域 大正関東地震津波 +6.4 m +6.50～10.00m

※１ 今後、高潮による打ち上げ高さを検証し、設計津波の水位と比較した上で、海岸の機能の多様性への配慮、環境保全、周辺景観と※１ 今後、高潮による打ち上げ高さを検証し、設計津波の水位と比較した上で、海岸の機能の多様性への配慮、環境保全、周辺景観と
の調和、経済性、維持管理の容易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考慮して海岸管理者が適切に計画天端高さを設定します。

※２ 地域海岸区分の範囲における津波・高潮を考慮した「東京湾沿岸海岸保全基本計画」「相模灘沿岸海岸保全基本計画」の高さを示し
ています。

※３ 地形及び構造物の影響により、狭小部分で設計津波の水位を越える箇所があります。

※４ 地域海岸毎に、設計津波の水位の高さを設定しますが、この水位が同じ地域海岸内や近接する地域海岸で著しく異なる場合は、設
計津波の水位の高さが変わる場合があります。

（県境に近接する地域海岸等については、今後地形の詳細確認や関係機関との調整により設計津波の水位について変更する場合
があります。）


